
濃縮度試験報告書
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GO一M8スペクトル　（図一19参照）

白色針状晶

75℃（試薬資料によお〕

220℃（共立出版：化学大辞典による）

98％以上〔　　　　特級試薬使用）

分配係数〔n一オクタノール／水）

溶解性

1㎎P，＝ZBO〔1」G法による）

対水一1，σコOppm（TOC計による）

対アセトン・クロロホルム，n一ヘキサン

　　　　　　　一1，000ppm以上

　試験期間　　　昭和56年月月2コ口～5－7年一2月19日

　　試験方法及ぴ条件

號難擁醗一質・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼻1　　　ヒメダカ　平均体重　α29g塩化第二水銀検定合格魚

　　　椰1田端健二：用水と廃水・14・1297～1505〔1972）

　　　分散剤

　　　　Tween－8日

　　　溶解法（分散法）

　　　　供試物質1gと励een－8010gをアセトンに溶解

　　　　　し、アセトンを留去後、水を加えて全量を1∠に定

　　　　容し・1，000ppm（w／v）分散液を調製した。

　　　　48時間TLm値：14jppm〔w／v）

　　　　　　　　　　　　　　〔図一3参照一）

ろ．2．1　試験条件

（a）　水系環境調節装置　　流水式

（b）溶解法（分散剤及び分散法）

2
，

5

51　TLm試験
　㈲　試験魚

（c）試験温度　　25士1℃

（d）試験結果

＆2　濃縮度試験



　　（揮発性化学物質用濃締度試験装置を使用）

　　　試験水槽

　　　　ガラス製

　　　容　　量　　100五

　　　流　水　畳・　　1155∠／日

　　　　　　｛2．　　　　　　　　　　　　　．
　　　原　液　．　希釈水　＝　2冠／分．80目祀／分

　　辺　51（b）で調製した分散液を希釈して原液と・した

　　　　　第1濃度区用原液　　8D　ppm〔w／v）

　　　　　第2濃度区用原液　　8ppm〔w／v）

（b）試験魚

　　　コィ　平均体重　　25，4g

　　　　　平均体長　　皇7㎝
　　　　　　　　　　．5　　　　　平均脂質含i　　4．賜

　　齢5　ELG．Bligh　and　WJ。Dyer　，ean．』LBiochem．Physh〕L，

　　　　57，911〔1959）

〔c）　外部消毒及び順化

　（1〕外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク・ロテトラサイクリン水溶液

　　　　で24時，聞薬浴を行った

　（2〕　順　　化

　　　　25て二x　14　日間

（d）試験温度　　25士1℃

（e）水槽中の溶存酸素量

（
f
）

　図一17及び18参照

水槽濃度

設定理由

　精度よく定量できる濃度は1、6ppm〔図一4参照）　で

　ある。水分析時の前処理操作にむいて100倍濃縮し

　て回収率が84、5多であり、水槽濃度の低下を20％と

　見込み第2濃度区の水槽濃度をO・02ppmと設定した。

　第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　1．6
　　　　　　　　　　　　　　≒0、02Ppmになる1000　　　84．5　　　100－20
　　　x　　　　　　×
10　　　　100　　　　100

設定値 ⊂単位p　pm　w／Y）

供試物質
分　散　液

Tween－80

第1濃度区 0．2 2

第2濃度区 0．02 0．2

　実測値
表一一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位p　p　mw／v）

2　W 5　W 4　W 6　W

第1濃度区 0，204 a205 巳206 O，207

第2濃度区 0．0225 0．020臼 ロ．0205 0．0210



5，2．2　分析条件

（a）使用分析機器及び条件

　　　装置ガスクロマトグラフ型一島津GG－KIA

　　　カ　 ラ　 ム　　　 5％サ7モン5000／クロモソルプW－HP

　　　　　　　　　　　2mX4勲偽ガラス製

　　　カラムー温度　　　　175℃

　　　キヤリ∫アガス　　　　Nズ

　　　検　出　器　　　FID

（b）　標準溶液の調製法

　　　供試物質。．1gを精秤しク・・ホルムに溶解後、全量

　　　を100磁に定容して1，000ppm〔w／v）の標準液を調

　　　製した。これをクロ・ホルムで希釈して所定濃度の標

　　　準溶液を調一製した。

（c）　分析試料の前処理

　（1）魚　体

　　　　　　　　試　　験　魚

　　　・体重，体長測定
　　　・細片化

1難1海蘭卜画

アセト姻習

　　←2N　水酬ヒカリウム7紹容液　1冠

　　　・濃縮
　　←イオン交換水　50冠
　　←濃塩酸　　　　　0、5弼

　　←塩化ナトリウム　5g

　　マ髭才サン「00墾2回

n一ヘキサ媚

　　　・ろ過
　　　・濃縮
　　　。カヲムクロマトグラフ法叫（全量負荷）

溶出面分

　・濃縮
　・定容

試料

10彰（クロロホルム）

上記操作による回収率（供試物質50μg添加）　94，0％



　叫カラムク・マトグラフの条件

　　　　ク・マト管　　　20”φ，ガラス製

　　　　充てん剤　　5％含水シリカゲ彫10g（和光純薬製）

　　　　　　　　　　　　（ローヘキサンで充てん）

　　　分画法：第1面分　　　n一ヘキサン　　　20溜

　　　　　　第2’　50勉叩ホル功粥ン5碗

　　　　　　第5」　50骸叩ホル4気略サン8β雌

　　　供試物質は第5面分に溶一出する

（2）試験永

　　　　　　　試　験　水
　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区第2濃度区
　　　　　　　　　　・採水　　　　10D謡　　ioOO認
　　　　　　　　　　←塩化ナトリウム30g　　　500g
　　　　　　　　　　←濃塩酸　　　　　 一〇、2諺　　　　　 2濯

　　　　　　　　　　∵盆焔5鰍綴舞徊1

　水　層　　ク叩ホル媚

　　　　　　　　　　。ろ退
　　　　　　　　　　・濃舵
　　　　　　　　　　・定容10㎡（ク叩ホルム）

　　　　　　　GO試　料

上記操作による回収率（供試物質2・麟加）霧1筐1綴

4、試験結果

4．1　供試魚の状態

　　外観観察結果　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　表一2　供試物質の濃縮倍率
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　参考値：（　　）で表示

なむ試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

魚体中濃度【p即） 濃　縮倍率 計算方法（ppm

精度よく定量

ﾅきる範囲 a57以上
第1区2，7以上

謔Q区27以上
　　A
b　　　　　D　　X1日O　　　ExP

参考値の一範囲 0．06～0．57
第1区0，5～2．7

謔Q区2．ア～27

B
検出限界の
ﾍ囲

D．臼6以下
第1区　o．5以下
№Q区　2．7以下

O　　　　　D　　X100　　Exp

A・精度よく定量できる濃度二　1．6　ppm（図一4参照）

B・検出限界の濃度（S／N＝2）

O・回収率：94，0％

D・魚体重：309

：α16津pm〔図一4参照）

　　Eド最終液量　：　104

　　F・分取比　　　1

　　　　　　　　　　　以　上


